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「
旧
約
聖
書
」
と
「
新
約
聖
書
」
か
ら
成
る
聖
書
は
、
書
う
ま
で
も
な
く
、

キ
リ
ス
ト
教
や
ユ
ダ
ヤ
教
の
聖
典
と
し
て
崇
め
ら
れ
、
祈
り
の
場
で
用
い
ら

れ
て
き
た
宗
教
的
な
書
物
で
あ
る
。
ま
た
、
聖
書
に
描
か
れ
た
様
々
な
物
語

は
、
そ
の
根
底
に
聖
書
を
基
幹
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
文
化
が
存
在
す
る
西
欧

社
会
ば
か
り
で
な
く
、
今
日
ま
で
広
く
人
類
に
と
っ
て
普
遍
的
意
味
を
持
ち

続
け
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
聖
書
に
関
心
を
も
つ
人
が
、
そ
こ
に
語
ら
れ
る

「
歴
史
」
に
興
味
を
持
っ
た
と
き
、
気
軽
に
楽
し
く
読
め
る
よ
う
な
も
の
を

目
指
す
と
し
て
、
新
書
版
の
体
裁
を
取
っ
た
本
書
が
課
題
と
す
る
の
は
、
ず

ば
り
、
聖
書
の
「
史
実
性
」
で
あ
る
。
信
仰
の
対
象
と
し
て
の
聖
書
か
ら
距

離
を
置
き
、
聖
書
を
「
人
間
が
何
ら
か
の
意
図
を
持
っ
て
書
き
、
ま
た
編
纂

し
た
も
の
」
と
し
て
扱
い
、
聖
書
の
物
語
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
史
実
性
を

否
定
す
る
本
書
の
内
容
が
、
信
仰
と
相
反
す
る
と
感
じ
る
な
ら
ば
、
本
を
閉

じ
て
も
い
い
と
ま
で
最
初
に
釘
を
刺
す
。
著
者
の
講
義
を
聞
い
た
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
に
は
「
背
教
的
」
と
の
感
想
を
寄
せ
た
人
も
あ
る
ら
し
い
。
し
か
し
、

著
者
は
、
「
信
仰
を
も
つ
人
に
と
っ
て
は
聖
書
に
対
す
る
よ
り
深
い
洞
察
へ

と
至
る
き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
願
う
」
と
、
余
裕
た
っ
ぷ
り
だ
。

　
こ
の
よ
う
な
刺
激
的
な
書
物
の
著
者
は
、
～
九
七
一
年
生
ま
れ
、
立
教
大

学
、
筑
波
大
学
大
学
院
で
古
代
オ
リ
エ
ン
ト
史
を
学
び
、
日
本
隊
が
お
こ
な

っ
た
イ
ス
ラ
エ
ル
、
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
の
発
掘
調
査
に
参
加
し
、
テ
ル
・
ア

ヴ
イ
ブ
大
学
ユ
ダ
ヤ
史
学
科
で
ナ
ダ
ヴ
・
ネ
エ
マ
ン
教
授
の
指
導
の
も
と
、

古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
史
を
テ
ー
マ
と
し
た
博
士
論
文
を
完
成
し
、
同
地
域
に
お

け
る
考
古
学
と
文
献
史
学
の
双
方
を
実
践
的
に
研
究
し
て
い
る
俊
才
で
あ
る
。

盛
岡
大
学
准
教
授
を
経
て
、
現
在
は
、
立
教
大
学
文
学
部
キ
リ
ス
ト
教
学
科

准
教
授
を
勤
め
、
評
者
ら
と
と
も
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
テ
ル
・
レ
ヘ
シ
ュ
遺

跡
の
発
掘
調
査
に
従
事
し
て
い
る
。
本
書
で
は
、
こ
の
よ
う
な
経
験
を
踏
ま

え
、
こ
こ
数
十
年
の
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
史
研
究
、
聖
書
学
、
考
古
学
で
積
み

重
ね
ら
れ
て
き
た
学
問
的
成
果
に
つ
い
て
、
今
日
の
学
界
で
中
心
と
な
っ
て

い
る
意
見
、
現
段
階
で
言
え
る
こ
と
を
で
き
る
だ
け
中
立
的
か
つ
平
易
に
紹

介
し
、
ふ
だ
ん
聖
書
に
な
じ
み
の
な
い
読
者
を
も
聖
書
の
世
界
に
導
こ
う
と

し
て
い
る
。

　
以
下
、
本
書
の
章
立
て
に
沿
っ
て
、
か
い
つ
ま
ん
で
内
容
を
追
っ
て
み
よ

う
。
本
書
で
は
、
イ
エ
ス
に
よ
っ
て
新
し
い
契
約
へ
の
道
が
開
か
れ
た

「
A
こ
と
「
今
後
」
を
関
心
と
す
る
新
約
聖
書
は
扱
わ
れ
ず
、
民
族
の
歴
史

を
神
と
の
関
係
の
中
で
解
釈
し
て
ゆ
く
旧
約
の
「
歴
史
書
」
、
つ
ま
り
、
「
律

法
」
（
モ
ー
ゼ
五
書
）
の
～
部
と
「
前
の
預
言
者
」
（
ヨ
シ
ュ
ア
記
、
導
師
記
、

サ
ム
エ
ル
記
、
望
見
記
）
が
題
材
と
な
っ
て
い
る
。

　
第
一
章
「
聖
書
は
な
ぜ
書
か
れ
た
か
」
で
は
、
い
つ
、
誰
が
、
何
の
た
め

に
書
い
た
か
が
、
ま
ず
わ
か
り
や
す
く
解
説
さ
れ
る
。
時
代
錯
誤
や
誇
張
な

ど
が
含
ま
れ
て
い
る
聖
書
の
物
語
の
多
く
に
つ
い
て
、
「
創
作
的
な
物
語
も
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ま
た
立
派
な
歴
史
資
料
で
あ
り
、
そ
の
話
が
つ
く
ら
れ
た
時
代
の
寸
々
の
考

え
方
、
暮
ら
し
を
豊
か
に
教
え
て
く
れ
る
」
と
す
る
著
者
の
基
本
姿
勢
が
示

さ
れ
る
。
書
き
手
が
読
み
手
に
対
し
て
発
信
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
解
く

こ
と
で
、
時
代
背
景
が
推
察
で
き
る
と
言
い
、
具
体
例
と
し
て
、
マ
ル
チ
ィ

ン
・
ノ
ー
ト
が
五
〇
年
前
に
提
出
し
た
「
申
老
子
史
家
」
「
異
界
記
史
観
」

に
関
わ
る
学
説
が
紹
介
さ
れ
、
ヨ
シ
ア
の
治
世
に
神
殿
か
ら
「
律
法
の
書
」

が
発
見
さ
れ
て
宗
教
改
革
が
行
わ
れ
た
と
い
う
列
王
業
下
二
二
章
三
…
八
節

の
記
述
が
、
権
威
を
高
め
る
た
め
の
創
作
で
あ
り
、
「
崇
拝
の
エ
ル
サ
レ
ム

へ
の
集
中
」
を
通
し
て
の
「
中
央
集
権
の
強
化
」
と
い
う
「
政
治
的
プ
ロ
パ

ガ
ン
ダ
」
だ
っ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
読
者
に
気
づ
き
を
促
そ
う

と
す
る
。

　
第
二
章
「
考
古
学
は
聖
書
に
つ
い
て
何
を
明
ら
か
に
す
る
か
」
で
は
、
遺

物
と
遣
構
の
研
究
を
通
し
て
人
類
に
お
け
る
過
去
の
文
化
を
明
ら
か
に
す
る

考
古
学
と
い
う
学
問
の
「
得
手
・
不
得
手
」
な
分
野
が
確
認
さ
れ
る
。
ま
た
、

研
究
者
の
間
で
は
聖
書
の
記
述
よ
り
も
実
証
的
・
客
観
的
と
し
ば
し
ば
考
え

ら
れ
る
考
古
学
の
デ
ー
タ
の
方
に
も
考
古
学
者
の
解
釈
が
介
在
し
、
同
じ
事

柄
を
別
の
解
釈
で
説
明
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
な
ど
、
考
古
学
も
必
ず
し

も
「
客
観
的
」
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。

　
考
古
学
の
特
殊
な
一
分
野
と
し
て
知
ら
れ
る
「
聖
書
考
古
学
」
は
、
「
歴

史
考
古
学
」
で
も
あ
り
、
「
宗
教
考
古
学
」
で
も
あ
る
が
、
聖
書
の
史
実
性

を
考
古
学
的
に
実
証
す
る
こ
と
が
当
初
の
豊
海
で
、
聖
書
考
古
学
者
は
同
時

に
聖
書
学
者
で
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
日
、
聖
書
考
古
学
の
意
義
と
役
割

が
見
直
さ
れ
、
史
実
性
の
実
証
か
ら
は
意
識
的
に
距
離
を
措
く
よ
う
に
な
り
、

こ
こ
数
十
年
、
「
聖
書
考
古
学
」
と
い
う
言
葉
は
忌
み
嫌
わ
れ
さ
え
し
て
い

る
と
言
う
。
考
古
学
に
重
点
が
竃
か
れ
る
場
合
は
、
「
パ
レ
ス
チ
ナ
の
考
古

学
」
「
イ
ス
ラ
エ
ル
考
古
学
」
と
地
名
を
冠
し
た
り
、
「
聖
地
の
考
古
学
」

「
聖
書
の
世
界
の
考
古
学
」
な
ど
、
「
聖
書
考
古
学
」
と
い
う
醤
葉
を
避
け

る
傾
向
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
過
去
の
「
聖
書
考
古
学
」
の
非
科
学
性
と
の
断

絶
を
示
す
意
図
も
あ
る
と
い
う
。
し
か
し
著
者
は
、
発
掘
の
成
果
を
聖
書
の

記
述
と
の
関
連
で
扱
う
本
で
「
聖
書
考
古
学
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
に

は
問
題
が
な
い
と
し
て
、
「
聖
書
の
歴
史
記
述
の
深
い
理
解
に
達
す
る
た
め
、

特
に
聖
書
の
舞
台
と
な
っ
た
古
代
パ
レ
ス
チ
ナ
を
中
心
と
し
た
考
古
学
」
と

し
て
「
聖
書
考
古
学
」
を
定
義
づ
け
る
。

　
そ
う
、
本
書
は
、
『
聖
書
考
古
学
臨
と
題
し
て
は
い
る
が
、
考
古
学
で
は

な
く
、
明
ら
か
に
聖
書
に
軸
足
を
置
い
て
い
る
の
だ
。
本
書
に
お
い
て
は
、

聖
書
の
記
述
の
史
実
性
を
検
討
す
る
史
料
批
判
の
た
め
に
有
効
な
比
較
材
料

の
一
つ
が
考
古
学
な
の
で
あ
り
、
聖
書
の
理
解
を
助
け
、
ま
た
聖
書
の
書
か

れ
た
時
代
、
聖
書
の
描
い
て
い
る
時
代
を
理
解
す
る
う
え
で
、
重
要
な
資
料

を
提
供
し
て
く
れ
る
考
古
学
は
、
「
聖
書
に
対
す
る
よ
り
深
い
洞
察
」
を
得

る
た
め
の
手
段
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら
、
続

く
第
三
章
か
ら
第
六
章
で
は
、
族
長
時
代
か
ら
ヘ
ロ
デ
大
王
の
時
代
ま
で
、

歴
史
史
料
と
し
て
の
聖
書
研
究
、
考
吉
学
的
調
査
研
究
の
双
方
の
研
究
成
果

を
比
較
・
参
照
し
、
聖
書
に
書
か
れ
た
歴
史
と
そ
の
史
実
性
を
検
討
す
る
こ

と
で
、
聖
書
記
述
に
込
め
ら
れ
た
書
き
手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
考
察
し
よ
う
と

試
み
る
。

　
第
三
章
「
ア
ブ
ラ
ハ
ム
は
実
在
し
た
か
1
族
長
時
代
」
で
は
、
創
世
記

～
二
章
～
五
〇
章
に
記
さ
れ
る
族
長
た
ち
の
物
語
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
族

長
時
代
は
、
聖
書
に
従
え
ば
、
紀
元
前
二
二
〇
〇
年
～
～
九
〇
〇
年
頃
、
考

古
学
で
は
「
中
期
青
銅
器
時
代
」
が
時
代
背
景
と
見
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

吉
根
た
ち
の
物
語
に
ラ
ク
ダ
が
登
場
し
て
い
る
こ
と
は
、
西
ア
ジ
ア
に
お
け
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評書

る
ラ
ク
ダ
の
家
畜
化
を
後
期
青
銅
器
時
代
（
前
＝
ハ
世
紀
以
降
）
と
す
る
近

年
の
定
説
と
矛
盾
が
あ
る
。
マ
リ
文
書
、
ア
マ
ル
ナ
文
書
、
ウ
ガ
リ
ッ
ト
文

書
な
ど
、
遊
牧
民
に
言
及
し
た
紀
元
前
二
千
年
紀
の
文
書
に
は
ラ
ク
ダ
が
登

場
し
な
い
が
、
紀
元
前
一
千
年
紀
の
ア
ッ
シ
リ
ア
の
文
書
や
浮
彫
に
は
ラ
ク

ダ
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
物
語
に
描
か
れ
る
ペ
リ
シ
テ
人
が
パ
レ

ス
チ
ナ
に
登
場
す
る
の
は
実
際
に
は
後
期
青
銅
器
時
代
か
ら
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
、
族
長
た
ち
の
物
語
が
文
字
と
し
て
記
録
さ
れ
た
の
は
起
八
前
一
千

年
紀
で
あ
り
、
時
代
錯
誤
的
な
要
素
が
父
祖
た
ち
の
物
語
に
入
り
込
ん
だ
の

は
、
物
語
が
書
か
れ
た
時
代
の
読
者
に
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
書
か
れ
、
そ

こ
に
託
さ
れ
た
教
訓
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
一
義
的
に
は
当
時
の
読
者
に
向
け
ら

れ
た
か
ら
な
の
だ
、
と
著
者
は
述
べ
る
。

　
第
四
章
「
イ
ス
ラ
エ
ル
は
カ
ナ
ン
を
征
服
し
た
か
　
　
土
地
取
得
時
代
」

で
は
、
モ
ー
ゼ
が
エ
ジ
プ
ト
か
ら
導
き
出
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
が
パ
レ
ス

チ
ナ
に
入
る
ま
で
を
描
い
た
「
出
エ
ジ
プ
ト
記
」
、
新
来
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人

と
在
来
の
「
カ
ナ
ン
人
」
（
と
呼
ば
れ
る
諸
民
族
）
と
の
抗
争
が
物
語
の
中

心
と
な
る
「
ヨ
シ
ュ
ア
記
」
と
「
士
師
記
」
が
扱
わ
れ
る
。
出
エ
ジ
プ
ト
の

年
代
は
、
聖
書
に
よ
る
と
、
前
一
四
四
〇
年
頃
と
計
算
さ
れ
る
が
、
こ
の
時

代
は
、
パ
レ
ス
チ
ナ
地
域
の
各
都
市
国
家
の
王
た
ち
が
エ
ジ
プ
ト
を
宗
主
と

仰
ぎ
、
エ
ジ
プ
ト
の
代
官
が
パ
レ
ス
チ
ナ
の
各
地
に
駐
留
し
て
支
配
を
し
て

い
た
後
期
青
銅
器
時
代
に
あ
た
り
、
時
代
北
量
凧
が
物
語
と
符
合
し
な
い
。
｝

方
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
に
「
ラ
ム
セ
ス
」
の
町
の
名
が
見
え
る
こ
と
か
ら
、
出

エ
ジ
プ
ト
を
前
＝
二
世
紀
の
フ
ァ
ラ
オ
、
ラ
ム
セ
ス
ニ
世
の
治
世
の
出
来
事

と
考
え
る
説
も
あ
り
、
後
期
青
銅
器
時
代
來
に
「
海
の
罠
」
と
呼
ば
れ
る

人
々
が
こ
の
東
地
中
海
地
方
一
帯
に
襲
来
し
、
人
口
変
動
や
不
安
定
化
を
引

き
起
こ
し
た
変
化
の
時
期
と
連
動
す
る
と
も
考
え
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ

の
説
も
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
文
献
学
的
・
考
古
学
的
に
十
分
な
根
拠
が
な
く
、

仮
説
の
域
を
出
な
い
。

　
出
エ
ジ
プ
ト
の
ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
が
、
エ
ツ
ヨ
ン
・
ゲ
ベ

ル
、
カ
デ
シ
ュ
・
バ
ル
ネ
ア
の
よ
う
に
、
行
程
に
登
場
す
る
地
名
に
多
く
の

時
代
錯
誤
が
見
ら
れ
、
物
語
に
紀
元
前
一
千
年
紀
の
地
理
的
現
実
が
反
映
さ

れ
て
い
る
。
ヨ
シ
ュ
ア
に
よ
る
カ
ナ
ン
征
服
の
物
語
に
関
し
て
は
、
キ
ャ
ス

リ
ー
ン
・
ケ
ニ
ヨ
ン
に
よ
る
エ
リ
コ
の
発
掘
で
は
後
期
青
鋼
器
時
代
の
終
わ

り
に
は
破
壊
の
跡
が
見
つ
か
ら
ず
、
ヨ
シ
ュ
ア
が
エ
リ
コ
の
次
に
征
服
し
た

ア
イ
の
町
に
つ
い
て
は
、
発
掘
調
査
で
そ
の
時
代
に
人
が
住
ん
で
い
な
い
こ

と
が
判
明
し
、
多
く
の
研
究
者
は
、
聖
書
が
書
か
れ
た
時
代
に
ア
イ
が
廃
號

で
あ
っ
た
原
因
を
、
カ
ナ
ン
征
服
の
物
語
に
求
め
た
原
因
論
的
な
物
語
だ
と

見
な
し
て
い
る
。
一
方
、
イ
ガ
エ
ル
・
ヤ
デ
ィ
ン
に
よ
る
ハ
ツ
オ
ー
ル
の
発

掘
、
ダ
ヴ
ィ
ド
・
ウ
ス
ィ
シ
ュ
キ
ン
に
よ
る
ラ
キ
シ
ュ
の
発
掘
で
は
、
後
期

青
銅
器
時
代
末
に
町
が
破
壊
さ
れ
た
痕
跡
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
聖
書
の
記
述
と
発
掘
の
成
果
を
単
純
に
比
較
し
て
も

生
産
性
の
あ
る
答
え
は
み
つ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
著
者
の
評
価
だ
。

　
こ
の
よ
う
に
ヨ
シ
ュ
ア
記
の
記
述
が
必
ず
し
も
発
掘
調
査
の
成
果
と
符
合

し
な
い
の
に
対
し
て
、
こ
の
半
世
紀
ほ
ど
の
問
に
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
た
ち
が

パ
レ
ス
チ
ナ
に
定
着
す
る
過
程
を
よ
り
忠
実
に
描
く
の
は
、
ヨ
シ
ュ
Z
記
よ

り
も
、
初
期
鉄
器
時
代
、
す
な
わ
ち
紀
元
前
｝
二
〇
〇
年
頃
か
ら
｝
一
世
紀

中
頃
に
あ
た
る
瓦
師
記
の
方
だ
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
尊
師

記
一
章
～
九
節
に
は
、
山
地
の
ユ
ダ
が
鉄
の
戦
車
を
持
つ
平
野
の
佐
民
を
追

い
出
せ
な
か
っ
た
と
の
記
述
が
あ
り
、
当
時
の
パ
レ
ス
チ
ナ
が
、
「
中
央
山

地
」
の
イ
ス
ラ
エ
ル
と
、
平
野
部
の
カ
ナ
ン
人
勢
力
に
二
分
さ
れ
て
い
た
と

見
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
、
か
つ
て
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
ア
ル
ト
は
、
エ
ジ
プ
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ト
入
の
パ
レ
ス
チ
ナ
支
配
は
平
野
部
が
中
心
で
中
央
山
地
に
は
及
ば
な
か
っ

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
の
後
の
考
古
学
的
研
究
で
は
、
初
期
鉄
器
時
代
、

中
央
山
地
に
小
規
模
な
集
落
が
急
増
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、
「
四
部
屋

式
住
居
」
、
「
竪
襟
形
切
縁
貯
蔵
壺
」
と
い
っ
た
年
央
山
地
の
物
質
文
化
が
初

期
の
イ
ス
ラ
エ
ル
人
と
結
び
つ
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
近
年
、

遺
構
や
遺
物
な
ど
特
定
の
物
質
文
化
を
直
ち
に
特
定
民
族
と
結
び
つ
け
る
こ

と
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
、
ア
ヴ
ラ
ヒ
ム
・
フ
ァ
ウ
ス
ト
は
、
中
央
山
地
の

人
々
が
、
平
野
部
の
住
民
と
の
文
化
的
差
違
を
自
ら
意
識
し
、
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
の
維
持
の
た
め
に
意
図
的
に
物
質
文
化
を
再
生
産
し
た
と
結
果
と

見
る
興
味
深
い
説
を
唱
え
て
い
る
。
初
期
鉄
器
時
代
の
平
野
部
の
遺
跡
か
ら

豚
の
骨
が
多
く
出
土
す
る
の
に
対
し
て
、
山
地
の
遺
跡
か
ら
は
出
土
し
な
い

事
実
か
ら
は
、
豚
を
食
べ
て
は
い
け
な
い
と
考
え
る
人
々
が
当
時
の
中
央
山

地
に
い
た
と
仮
定
す
る
こ
と
も
で
き
、
次
第
に
独
自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

を
形
成
し
て
後
に
イ
ス
ラ
エ
ル
入
と
し
て
「
出
現
」
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
第
五
章
「
民
族
の
栄
光
と
破
滅
　
　
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
時
代
」
で
は
、
紀

元
前
一
｝
世
紀
の
閉
園
か
ら
、
考
古
学
で
は
初
期
鉄
器
時
代
と
さ
れ
、
王
政

が
導
入
さ
れ
て
初
代
王
サ
ウ
ル
が
誕
生
す
る
サ
ム
エ
ル
記
の
時
代
が
取
り
上

げ
ら
れ
る
。
ダ
ビ
デ
と
ゴ
リ
ア
ト
の
一
騎
打
ち
の
物
語
に
は
武
装
な
ど
時
代

錯
誤
的
な
要
素
が
見
ら
れ
、
ダ
ビ
デ
・
ソ
ロ
モ
ン
時
代
の
イ
ス
ラ
エ
ル
統
一

王
国
の
繁
栄
が
考
古
学
的
に
裏
付
け
ら
れ
る
か
が
、
昨
今
論
争
の
的
に
な
っ

て
い
る
。
同
時
代
の
エ
ジ
プ
ト
、
ア
ッ
シ
リ
ア
の
文
献
に
は
ソ
ロ
モ
ン
も
ダ

ビ
デ
も
登
場
し
な
い
が
、
一
九
九
〇
年
代
に
発
見
さ
れ
た
ダ
ン
碑
文
は
ア
ラ

ム
語
で
「
ダ
ビ
デ
の
家
」
と
記
し
、
紀
元
前
九
世
紀
の
終
わ
り
に
ダ
ビ
デ
の

子
孫
と
称
す
る
人
々
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
～
方
、

こ
れ
ま
で
ダ
ビ
デ
・
ソ
ロ
モ
ン
時
代
1
1
紀
元
前
一
〇
世
紀
と
さ
れ
て
き
た
考

古
学
の
遺
物
や
遺
構
を
紀
元
前
九
世
紀
に
位
置
づ
け
な
お
す
フ
ィ
ン
ケ
ル
シ

ュ
タ
イ
ン
の
学
説
（
低
年
代
説
）
が
登
場
し
、
た
と
え
ば
、
エ
ル
サ
レ
ム
の

ダ
ビ
デ
の
町
で
新
し
く
発
掘
さ
れ
た
「
宮
殿
」
で
見
つ
か
っ
た
鉄
器
時
代
H

A
期
の
遺
物
が
一
〇
世
紀
な
の
か
九
世
紀
な
の
か
、
従
来
の
年
代
観
と
新
し

い
低
年
代
説
と
の
間
の
論
争
の
決
着
が
つ
か
な
い
の
だ
。

　
王
国
が
南
北
に
分
裂
し
た
南
北
朝
時
代
は
、
著
者
の
最
も
得
意
領
域
だ
が
、

坦
々
と
し
た
記
述
に
終
始
し
、
一
般
読
者
に
は
や
や
難
解
な
内
容
に
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。
北
イ
ス
ラ
エ
ル
と
南
ユ
ダ
の
王
の
何
人
か
が
、
ア
ッ
シ
リ

ア
の
文
献
に
言
及
さ
れ
、
モ
ア
ブ
の
「
メ
シ
ヤ
碑
文
」
も
北
イ
ス
ラ
エ
ル
の

王
名
を
記
す
な
ど
、
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
「
暗
黒
時
代
」
が
終
わ
る
紀
元
前

九
世
紀
、
オ
ム
り
の
時
代
に
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
が
伸
張
し
、
モ
ア
ブ
王

国
を
圧
迫
し
て
い
た
が
、
オ
ム
リ
の
息
子
ア
ハ
ブ
の
時
代
に
は
形
勢
が
逆
転

し
、
メ
シ
ヤ
碑
文
は
、
「
イ
ス
ラ
エ
ル
の
滅
亡
を
見
た
」
と
記
す
。
ク
ー
デ

タ
ー
を
起
こ
し
た
イ
エ
フ
は
、
ア
ッ
シ
リ
ア
の
碑
文
に
貢
納
の
記
録
が
残
り
、

ア
ッ
シ
リ
ア
の
属
国
と
な
っ
た
北
イ
ス
ラ
エ
ル
の
姿
を
伝
え
る
。

　
第
六
章
「
一
神
教
の
形
成
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
へ
」
で
は
、
紀
元
二
五
八
六

あ
る
い
は
五
八
七
年
、
新
バ
ビ
ロ
ニ
ア
に
滅
ぼ
さ
れ
た
ユ
ダ
王
国
が
歴
史
の

幕
を
閉
じ
た
「
捕
囚
時
代
」
以
降
の
歴
史
が
解
説
さ
れ
る
。
「
捕
囚
時
代
」

と
そ
の
あ
と
に
続
く
「
ペ
ル
シ
ャ
時
代
」
に
つ
い
て
は
、
十
分
な
理
解
に
達

す
る
に
は
文
献
・
考
古
の
資
料
が
不
足
し
て
い
る
。
こ
の
時
代
の
パ
レ
ス
チ

ナ
の
現
状
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
も
の
の
、
ユ
ダ
ヤ
教
が
そ
の
宗
教
共
同
体
と

し
て
の
基
礎
を
確
立
し
た
時
代
と
し
て
非
常
に
重
要
だ
。
北
イ
ス
ラ
エ
ル
の

民
が
ア
ッ
シ
リ
ア
の
同
化
政
策
に
よ
っ
て
歴
史
の
上
か
ら
消
え
て
し
ま
っ
た

の
に
対
し
て
、
南
ユ
ダ
の
人
々
（
ユ
ダ
ヤ
入
）
が
長
い
歴
史
の
申
で
連
綿
と

命
脈
を
保
っ
た
の
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
と
神
殿
が
破
壊
さ
れ
た
惨
事
を
民
の
不
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評書

信
仰
ゆ
え
に
神
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
罰
と
し
て
と
ら
え
、
ひ
と
え
に
、
こ
の

時
代
に
確
立
し
た
律
法
を
遵
守
す
る
こ
と
で
、
自
分
た
ち
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
ー
を
保
っ
て
き
た
か
ら
な
の
だ
。

　
最
後
の
第
七
章
「
聖
書
と
歴
史
学
・
考
古
学
－
現
在
と
展
望
」
は
、
前

章
ま
で
の
記
述
を
踏
ま
え
、
学
問
と
し
て
の
聖
書
学
、
歴
史
学
、
考
古
学
の

現
状
と
課
題
を
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
史
と
の
関
係
で
概
観
し
、
今
後
の
方
向
性

を
展
望
す
る
と
同
時
に
、
著
者
の
学
問
的
姿
勢
が
明
白
に
述
べ
ら
れ
て
い
る

重
要
な
部
分
だ
。
す
な
わ
ち
、
聖
書
を
「
批
判
的
に
扁
読
む
こ
と
が
宗
教
・

宗
派
を
超
え
た
学
問
的
対
話
を
可
能
に
し
、
歴
史
学
と
考
古
学
が
相
互
補
完

的
な
対
話
を
す
る
こ
と
が
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
史
研
究
に
不
可
欠
だ
と
し
て
、

現
在
、
争
点
に
な
っ
て
い
る
い
く
つ
か
の
問
題
を
取
り
上
げ
る
。

　
現
在
、
聖
書
記
述
の
史
実
性
に
関
し
て
と
く
に
争
点
と
な
る
の
は
、
ダ
ビ

デ
と
ソ
ロ
モ
ン
に
よ
る
統
～
王
国
に
関
す
る
問
題
だ
ろ
う
。
統
一
王
国
に
関

す
る
記
述
を
、
聖
書
記
述
の
少
な
か
ら
ぬ
部
分
に
つ
い
て
歴
史
的
億
頼
性
が

否
定
さ
れ
る
「
前
の
時
代
」
に
含
め
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
聖
書
記
述
の
信

頼
性
の
高
い
部
分
も
多
い
と
考
え
ら
れ
る
「
後
の
時
代
」
に
含
め
る
の
か
。

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
喧
々
丁
々
た
る
論
争
に
な
っ
て
い
る
こ
の
問
題
に
つ

い
て
、
著
者
の
立
場
は
、
統
一
王
国
に
関
す
る
聖
書
記
述
に
つ
い
て
歴
史
的

信
懸
性
を
す
べ
て
認
め
る
、
と
か
否
定
す
る
と
い
っ
た
「
オ
ー
ル
・
オ
ア
・

ナ
ッ
シ
ン
グ
」
的
な
捉
え
方
は
慎
ま
ね
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の
だ
。

　
こ
れ
に
関
連
し
て
問
題
と
な
る
鉄
器
時
代
且
期
の
実
年
代
論
争
に
つ
い
て

は
、
低
年
代
説
の
論
者
と
伝
統
的
年
代
の
支
持
者
と
も
に
、
放
射
性
炭
素
年

代
測
定
法
と
い
う
「
科
学
の
メ
ス
扁
を
利
用
し
て
決
着
し
よ
う
と
し
た
が
、

両
者
と
も
自
説
に
有
利
な
結
果
が
出
た
と
主
張
し
、
客
観
的
と
期
待
さ
れ
て

い
た
「
科
学
の
メ
ス
」
も
実
は
恣
意
的
な
解
釈
の
余
地
が
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、
こ
の
論
争
の
背
景
に
は
、
当
事
者
が
聖
書
の
記
述
に
対
し
て
取

る
立
場
、
あ
る
い
は
心
情
が
絡
ん
で
い
る
場
合
も
あ
り
、
聖
書
の
史
料
的
価

値
を
最
小
限
に
し
か
認
め
な
い
「
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
」
と
逆
に
最
大
限
に
認
め

る
門
マ
キ
シ
マ
リ
ス
ト
」
の
対
立
と
い
う
最
近
ま
で
よ
く
話
題
に
の
ぼ
っ
た

構
図
は
不
毛
で
し
か
な
い
。

　
時
代
を
遡
っ
て
、
今
日
で
は
も
は
や
論
じ
ら
れ
る
こ
と
自
体
が
少
な
く
な

っ
た
父
祖
た
ち
の
物
語
の
歴
史
性
、
あ
る
い
は
、
現
在
の
資
料
の
み
か
ら
生

産
的
な
議
論
を
す
る
こ
と
が
困
難
な
出
エ
ジ
プ
ト
の
伝
承
な
ど
に
つ
い
て
は
、

む
し
ろ
、
こ
う
し
た
伝
承
が
成
立
し
た
時
代
に
目
を
向
け
て
、
そ
の
伝
承
が

当
時
の
読
者
に
伝
え
よ
う
と
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
、
伝
承
を
ま
と
め
た
人
物

の
意
図
な
ど
を
明
ら
か
に
す
る
方
が
、
た
と
え
そ
れ
が
虚
構
で
あ
れ
本
当
に

起
き
た
事
件
で
あ
れ
、
そ
の
出
来
事
の
重
要
性
に
つ
い
て
よ
り
有
意
味
な
議

論
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
出
エ
ジ
プ
ト
の
伝
承
が
重
要
な
の
は
、
著
考
に

よ
れ
ば
、
各
預
言
書
に
お
い
て
、
神
と
の
契
約
を
遵
守
す
べ
き
最
も
基
本
的

な
歴
史
的
理
由
と
し
て
出
エ
ジ
プ
ト
が
言
及
さ
れ
て
い
て
、
遅
く
と
も
王
国

時
代
末
期
ま
で
に
、
出
エ
ジ
プ
ト
の
伝
承
が
ユ
ダ
の
人
目
に
救
災
し
、
史
実

性
を
措
い
て
も
、
伝
承
・
伝
統
と
し
て
の
「
出
エ
ジ
プ
ト
」
が
ユ
ダ
ヤ
人
と

そ
の
信
仰
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
に
お
い
て
重
要
で
あ
り
続
け
た
事
実
そ

の
も
の
な
の
だ
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
聖
書
の
記
述
の
史
実
性
を
問
う
こ
と
で
、
聖
書
の
書
き

手
が
同
時
代
の
読
者
に
伝
え
よ
う
と
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
解
読
す
る
、
と
い

う
著
者
の
方
向
性
は
終
始
一
貫
し
て
い
て
明
快
だ
。
批
判
的
な
聖
書
学
に
携

わ
る
研
究
者
の
中
に
は
、
聖
書
の
編
集
の
歴
史
や
編
集
者
が
用
い
た
史
料
の

推
定
な
ど
、
裏
付
け
不
可
能
な
「
仮
説
」
の
提
出
、
テ
ク
ス
ト
砥
究
に
終
始
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し
、
実
際
に
過
去
に
何
が
起
こ
っ
た
の
か
と
い
う
点
に
あ
ま
り
関
心
を
示
さ

ず
、
聖
書
の
文
学
的
研
究
そ
れ
自
体
が
自
己
目
的
化
し
て
、
歴
史
の
再
構
成

を
志
向
し
な
い
傾
向
が
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
聖
書
の
記
述
を
無
批
判
に

史
料
と
し
て
用
い
て
き
た
過
去
へ
の
反
動
と
し
て
生
ま
れ
て
き
た
立
場
で
あ

り
、
そ
の
結
果
、
族
長
時
代
の
歴
史
や
土
地
取
得
時
代
の
歴
史
は
、
今
や
大

筋
で
否
定
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

　
著
者
自
身
、
本
書
の
続
編
『
旧
約
聖
書
の
謎
　
　
隠
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
』
に
お
い
て
は
、
よ
り
い
っ
そ
う
、
聖
書
の
テ
ク
ス
ト
的
・
文
学
的
な
研

究
の
方
向
に
舵
を
切
り
、
列
王
記
上
二
〇
章
に
見
え
る
ア
フ
ェ
ク
の
戦
い
に

つ
い
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
見
解
を
提
示
し
て
い
る
。
列
王
記
に
よ
る
と
、
ア
フ

ェ
ク
の
戦
い
で
は
、
数
の
上
で
圧
倒
的
に
優
勢
な
ア
ラ
ム
軍
に
対
し
、
弱
小

の
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
が
、
し
か
も
ア
ラ
ム
軍
が
得
意
と
す
る
平
地
戦
で
勝
利
し

た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
物
語
を
文
学
作
品
と
し
て
分
析
す
る

著
者
の
研
究
で
は
、
語
彙
や
表
現
、
主
題
の
検
討
か
ら
、
こ
の
「
出
来
事
」

は
、
神
の
車
上
性
に
よ
っ
て
力
の
弱
い
軍
隊
が
強
大
な
敵
を
倒
す
と
い
う
文

学
的
テ
ー
マ
の
も
と
に
、
「
後
代
」
（
ペ
ル
シ
ャ
時
代
）
に
創
作
さ
れ
た
フ
ィ

ク
シ
ョ
ン
だ
と
考
え
ら
れ
、
ア
フ
ェ
ク
の
戦
い
が
史
実
で
な
い
可
能
性
を
考

慮
に
視
野
に
入
れ
た
方
が
よ
い
と
い
う
の
だ
。

　
実
は
、
本
書
で
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
ア
フ
ェ
ク
の
町
は
、
日
本

隊
が
発
掘
調
査
を
お
こ
な
っ
た
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
畔
の
エ
ン
・
ゲ
ヴ
遺
跡
が
そ
の

候
補
地
の
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
。
エ
ン
・
ゲ
ブ
遺
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、

「
ア
ク
ロ
ポ
リ
ス
」
か
ら
ケ
ー
ス
メ
ー
ト
式
城
壁
と
列
柱
式
建
物
な
ど
、
鉄

器
時
代
豆
期
の
建
築
遺
構
が
確
認
さ
れ
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ダ
マ
ス
コ
の
ア
ラ

ム
人
が
盛
ん
に
戦
争
を
し
て
い
た
時
代
と
重
な
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
性
格
や

位
置
づ
け
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
．
「
ア
フ
ェ
ク
」
の
有
力
候
補
で
あ
る
こ

の
遺
跡
で
発
見
さ
れ
た
遺
構
・
遺
物
が
、
ま
さ
に
鉄
器
時
代
に
関
わ
る
年
代

論
争
の
渦
中
に
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
か
ね
て
承
知
し
て
い
た
が
、
ア
フ
ェ

ク
の
戦
い
に
関
す
る
史
実
性
に
も
関
連
す
る
文
学
的
な
研
究
と
そ
の
評
価
に

関
し
て
は
、
今
圃
、
著
者
か
ら
学
ぶ
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

　
評
者
は
、
考
古
学
を
專
湿
し
、
「
聖
書
の
土
地
」
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て

発
掘
調
査
に
従
事
し
て
い
る
が
、
評
者
の
研
究
の
力
点
は
考
古
学
に
あ
っ
て
、

「
鉄
器
時
代
の
建
築
と
都
市
構
造
」
、
「
青
銅
器
時
代
の
セ
ト
ル
メ
ン
ト
・
パ

タ
ー
ン
」
と
い
っ
た
即
物
的
な
研
究
テ
ー
マ
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
こ
れ
に

対
し
て
、
著
者
の
長
谷
川
氏
は
、
考
古
学
と
文
献
学
の
双
方
に
通
じ
、
両
者

を
行
き
来
し
な
が
ら
、
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
の
歴
史
と
文
化
を
縦
横
に
論
じ
て

い
る
。
文
献
史
学
・
考
古
学
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
キ
ス

パ
ー
ト
が
持
ち
寄
っ
て
対
話
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
広
い
意
味
で
の
歴
史
の

理
解
に
大
き
く
貢
献
す
る
こ
と
が
可
能
と
す
る
著
者
の
主
張
は
、
評
者
も
含

め
て
異
論
は
少
な
い
だ
ろ
う
。
著
者
の
長
谷
川
氏
は
ひ
と
り
で
そ
れ
を
な
し

と
げ
、
六
年
に
及
ぶ
テ
ル
・
ア
ヴ
イ
ブ
大
学
留
学
中
、
現
在
と
過
去
を
同
時

に
学
ぶ
よ
う
で
、
物
事
を
よ
り
批
判
的
、
客
観
的
に
見
る
訓
練
の
場
だ
っ
た

と
い
う
、
そ
の
得
が
た
い
体
験
の
成
果
が
本
書
で
は
い
か
ん
な
く
発
揮
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
こ
の
著
者
の
こ
と
だ
か
ら
、
「
聖
書
考
古
学
」
に
対
す
る

学
問
的
成
果
の
紹
介
を
超
え
て
、
著
作
の
中
に
、
聖
書
の
「
申
等
比
作
家
」

の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
現
代
の
同
時
代
を
生
き
る
我
々
読
者
に
対
し
て
、

読
み
解
き
が
必
要
な
何
か
し
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
端
々
に
埋
め
込
ん
で
い
る

に
違
い
な
い
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
こ
と
に
し
て
、
是

非
、
本
書
を
一
読
し
て
自
身
で
確
か
め
て
ほ
し
い
。

　
本
書
で
ひ
と
つ
腋
に
落
ち
な
い
点
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
「
聖
書

考
古
学
」
と
い
う
本
書
の
タ
イ
ト
ル
が
内
容
に
少
し
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
だ
ろ
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う
。
つ
ま
り
、
「
聖
書
の
舞
台
と
な
っ
た
古
代
パ
レ
ス
チ
ナ
を
中
心
と
し
た

考
古
学
」
に
関
し
て
は
、
層
位
学
や
型
式
学
、
発
掘
の
進
め
方
と
い
っ
た
実

際
的
な
方
法
を
概
略
的
に
記
す
の
に
止
ま
っ
て
い
て
、
体
系
的
な
記
述
や
学

説
史
の
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
は
っ
き
り
雷
え
ば
、
聖
書

の
記
述
に
沿
っ
て
、
考
古
学
に
よ
る
発
掘
の
成
果
が
必
要
に
応
じ
て
聖
書
の

記
述
と
の
関
連
で
断
片
的
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
だ
け
に
す
ぎ
な
い
。
ま

た
、
「
聖
書
の
歴
史
記
述
の
深
い
理
解
」
に
到
達
す
る
た
め
、
聖
書
の
書
き

手
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
解
こ
う
と
い
う
著
者
の
試
み
は
意
欲
的
な
の
だ
が
、

そ
の
方
向
性
を
突
き
詰
め
る
と
、
聖
書
の
文
学
的
な
研
究
へ
の
傾
斜
が
進
み
、

考
毒
学
か
ら
ま
す
ま
す
距
離
が
遠
ざ
か
っ
て
し
ま
う
。
「
聖
書
考
古
学
」
と

雷
つ
た
場
合
、
そ
の
学
問
的
な
営
み
は
、
ふ
つ
う
、
聖
書
の
読
み
解
き
で
は

な
く
、
発
掘
調
査
や
遺
構
・
遺
物
の
研
究
が
主
眼
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
の
意

味
で
、
聖
書
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
読
み
解
き
に
力
点
を
置
い
た
本
書
の
タ
イ
ト

ル
は
、
や
は
り
誤
解
を
招
く
も
の
で
あ
り
、
『
聖
書
考
古
学
騙
と
い
う
よ
り

は
、
『
考
古
学
と
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
史
馳
あ
る
い
は
『
考
古
学
か
ら
み
た
聖

書
の
史
実
』
と
い
っ
た
も
の
に
す
べ
き
だ
っ
た
だ
ろ
う
。
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